
令和６年第８回富山県教育委員会議事日程 

 

７月22日（月）午後３時 

県庁４階大ホール 

 

１ 議決事項 

議案第16号 令和７年度富山県立高等学校の入学者選抜日程決定の件 

教育みらい室県立高校課長から説明し、原案のとおり可決した。 

議案第17号 令和７年度富山県立特別支援学校高等部・幼稚部の入学者選抜日程決定

の件 

教育みらい室特別支援教育課長から説明し、原案のとおり可決した。 

議案第18号 令和７年度富山県立学校募集定員等決定の件 

教育みらい室県立高校改革推進課長から説明し、原案のとおり可決した。 

 

２ 報告事項 

(1) 令和６年度中学校第３学年及び義務教育学校第９学年生徒及び令和６年度県立高

等学校全日制課程第３学年生徒の進路希望調査結果について 

教育みらい室県立高校改革推進課長から説明した。 

(2) 国の登録有形文化財（建造物）の登録について 

生涯学習・文化財室長から説明した。 

 

３ 今後の教育委員会等の日程について 

 

 



 

 

 

議案第 16 号 

 

 

    令和７年度富山県立高等学校の入学者選抜日程決定の件 

 

 

  このことについて、別紙のとおり決定するものとする。 

 

 

    令和６年７月２２日提出 

 

 

富山県教育委員会 

教育長 廣 島 伸 一 
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［別紙］

令和７年度富山県立高等学校入学者選抜日程

項 目 期 間 等

志 願 期 間 令和７年１月３１日(金)午前９時 ～ ２月 ４日(火)正午

面 接 等 実 施 期 日 ２月１０日(月)

２月１３日(木)
合 格 内 定 の 通 知

(午前10時から正午までの間に通知書を投函し、郵送する。)

合 格 者 の 発 表 ３月１４日(金)午後０時３０分

志 願 期 間 ２月２０日(木)午前９時 ～ ２月２５日(火)正午

学 力 検 査 実 施 期 日 ３月 ６日(木)・３月 ７日(金)

追 検 査 実 施 期 日 ３月１１日(火)

合 格 者 の 発 表 ３月１４日(金)午後０時３０分

志 願 期 間 ３月１７日(月)午前９時 ～ ３月１８日(火)午後４時

合 格 者 の 発 表 ３月２１日(金)午後０時３０分

志 願 期 間 令和７年２月２０日(木)午前９時 ～ ２月２５日(火)正午

３月 ６日(木)
検 査 実 施 期 日

３月 ７日(金) 面接予備日

合 格 者 の 発 表 ３月１４日(金)午後０時３０分

志 願 期 間 ３月１７日(月)午前９時 ～ ３月１８日(火)午後４時

検 査 実 施 期 日 ３月２１日(金)

合 格 者 の 発 表 ３月２５日(火)午後０時３０分

※単位制前期第２次選抜を行う学校、学科及び募集定員等は３月１４日(金)に発表する。

志 願 期 間 ３月２５日(火)午後１時 ～ ３月２６日(水)午後４時

※第２次選抜を行う学科及び募集定員等は３月２５日(火)に実施校において発表する。

志 願 期 間 令和７年３月１７日(月)午前９時 ～ ３月１８日(火)午後４時

検 査 実 施 期 日 ３月２１日(金)

合 格 者 の 発 表 ３月２５日(火)午後０時３０分

志 願 期 間 ３月２５日(火)午後１時 ～ ３月２６日(水)午後４時

※面接等の実施は、雄峰高等学校長が定める日時及び場所において行う。

（注記）定時制の課程の単位制高等学校は、第２次選抜後、再度選抜を行うことがある。

その場合、単位制以外の第２次選抜に準ずる。

項 目 期 間 等

志 願 期 間 令和７年９月 １日(月)午前９時 ～ ９月 ３日(水)正午

検 査 実 施 期 日 ９月１０日(水)

合 格 者 の 発 表 ９月１２日(金)午後０時３０分

※令和７年度富山県立高等学校入学者選抜より実施予定の「全国募集選抜（仮称）」の日程等は別途案内する。
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議案第１７号 

 

 

    令和７年度富山県立特別支援学校高等部・幼稚部の 

入学者選抜日程決定の件 

 

 

  このことについて、別紙のとおり決定するものとする。 

 

 

    令和６年７月２２日提出 

 

 

富山県教育委員会 

教育長 廣 島 伸 一 
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［別紙］ 
令和７年度富山県立特別支援学校高等部入学者選抜日程 

項   目 期   間   等 

Ａ 

日 

程 

第
１
次 

志 願 期 間 令和７年１月２９日（水）午前９時～１月３１日（金）正午 

入学検査実施期日 ○○○○○２月 ８日（土） 

追検査実施期日 ○○○○○２月１２日（水） 

 合 格 者 の 発 表 ○○○○○２月１４日（金）午後０時３０分 

第
２
次 

志 願 期 間 ○○○○○２月２０日（木）午前９時～２月２５日（火）正午 

入学検査実施期日 ○○○○○３月 ６日（木） 

合 格 者 の 発 表 ○○○○○３月１４日（金）午後０時３０分 

Ｂ 

日 

程 

第
１
次 

志 願 期 間 令和７年２月２０日（木）午前９時～２月２５日（火）正午 

入学検査実施期日 ○○○○○３月 ６日（木） 

合 格 者 の 発 表 ○○○○○３月１４日（金）午後０時３０分 

第
２
次 

志 願 期 間 ○○○○○３月１７日（月）午前９時～３月１８日（火）午後４時 

入学検査実施期日 ○○○○○３月２１日（金） 

合 格 者 の 発 表 ○○○○○３月２５日（火）午後０時３０分 
 
※１ Ａ日程 ･･･ 富山高等支援学校生産・サービス科、高岡高等支援学校生産・サービス科、富山聴覚総

合支援学校福祉・サービス科、高岡聴覚総合支援学校福祉・サービス科、富山総合支援

学校産業工芸科及び生活文化科（知的障害） 
   Ｂ日程 ･･･ Ａ日程該当以外の学校、学科又は障害種別 
 
※２ Ａ日程の第２次選抜を志願できる者は、Ａ日程の第１次選抜の不合格者とする。 
 
 

令和７年度富山県立特別支援学校幼稚部入学者選抜日程 

項   目 期   間   等 

志 願 期 間 令和７年２月２０日（木）午前９時～２月２５日（火）正午 

入 学 検 査 実 施 期 日 ３月 ６日（木） 

合 格 者 の 発 表 ３月１４日（金）午後０時３０分 

第
２
次 

志 願 期 間 ３月１７日（月）午前９時～３月１８日（火）午後４時 

入 学 検 査 実 施 期 日 ３月２１日（金） 

合 格 者 の 発 表 ３月２５日（火）午後０時３０分 
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議案第 18 号 

 

令和７年度富山県立学校募集定員等決定の件 

令和７年度富山県立高等学校全日制課程、定時制課程、通信制課程及び専攻科並びに 

特別支援学校の募集定員等を別紙のとおり決定する。 

令和６年７月 22 日 提出 

富山県教育委員会 

教育長 廣島 伸一 
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別紙１

学級 定員 学級 定員

自然科学ｺｰｽ 小　　杉 総　　合 4 150 

観光ビジネスｺｰｽ 大　　門 普　　通 3 120 情報ｺｰｽ

農　　業 1 30 普　　通 3 120 

普　　通 3 120 帰国生徒5 商　　業 1 40 

土　　木 1 40 普　　通 4 160 

生活環境 1 40 理数科学

魚　　津 普　　通 4 160 人文社会科学

機　　械 1 35 機　　械 1 40 

電　　気 1 35 電子機械 1 40 

電子機械ｺｰｽ 電　　気 1 40 

化学工業ｺｰｽ 建　　築 1 40 

普　　通 2 80 土木工学ｺｰｽ

薬　　業 1 40 環境化学ｺｰｽ

商　　業 1 40 工　　芸 1 30 

海　　洋 1 40 デザイン・絵画 1 40 

上　　市 総　　合 4 150 流通ビジネス 2 80 

普　　通 2 80 国際ビジネス 1 40 

生活文化 1 40 会計ビジネス 1 40 

作物科学ｺｰｽ 情報ビジネス 1 40 

動物科学ｺｰｽ 中国語ｺｰｽ

園芸福祉ｺｰｽ 韓国語ｺｰｽ

環境緑化ｺｰｽ ロシア語ｺｰｽ

生物工学ｺｰｽ 高 岡 南 普　　通 4 160 人文科学ｺｰｽ

食品加工ｺｰｽ 福　　岡 普　　通 3 120 英語ｺｰｽ

八　　尾 普　　通 4 150 福祉ｺｰｽ 普　　通 2 80 

富 山 西 普　　通 4 140 農業科学

普　　通 4 160 海洋科学

理数科学 ビジネス 1 40 

人文社会科学 生活福祉 1 40 

普　　通 4 160 砺　　波 普　　通 4 160 

理数科学 機　　械 2 60 

人文社会科学 電　　気 1 30 

普　　通 3 120 体育ｺｰｽ約40 電　　子 1 30 

くすり・バイオ 2 80 普　　通 4 140 

情報デザイン 1 40 国　　際 1 30 

機械工学 2 80 農業環境 1 30 

電子機械工学 1 40 福　　祉 1 30 

金属工学 1 40 南 砺 平 普　　通 1 30 ＊全国募集6

電気工学 2 80 普　　通 3 120 

建築工学 1 40 商　　業 1 40 

土木工学 1 40 

流通ビジネス 2 80 

ビジネスマネジメント 1 40 

会計ビジネス 1 40 

情報ビジネス 2 80 

総　　合 4 150 

看　　護 1 40 

富 山 東 普　　通 6 240 自然科学ｺｰｽ約40

富 山 南 普　　通 5 200 国際ｺｰｽ

呉　　羽 普　　通 6 230 音楽ｺｰｽ約30

※　氷見高校の農業科学科と海洋科学科は、農業と水産のそれぞれに１学級として集計

※　探究科学科は、理数科学科と人文社会科学科の２学科の総称

※　普通科は、「全国募集6」を含めて集計

　【備考欄について】

   １ 「○○ｺｰｽ約△△」及び桜井高校普通科の
　　　「帰国生徒5」は､定員の内数である。
　
   ２  ｺｰｽ名のみは、２年次に開設するものである。
　
　 ＊　南砺平高校普通科の「全国募集6」は、
　　　 県内募集定員30の外数である。

滑　　川

令和７年度　富山県立高等学校全日制課程第１学年募集定員

雄　　山

  探究科学科80 

石　　動

2 

3 

  探究科学科2 80 

生物生産

3 園芸デザイン

バイオ技術

備考

1 35 

73 

2 80   探究科学科

中央農業

備考学校名 学科名
募集定員

新　　湊

高　　岡

学校名 学科名
募集定員

富山商業

富山いずみ

富　　山

富山中部

富山北部

富山工業

入　　善
普　　通 4 140 

桜　　井

魚津工業

情報環境

高岡工芸

土木環境 1 40 

高岡商業

伏　　木 国際交流 90 

＊全国募集6
 （計6,024）

1 40 

砺波工業

南砺福野

合　　　　計 158 6,018

氷　　見

学科等区分別募集定員(大学科区分による）

区　　分 普 通 探究科学 国 際 農 業 水 産 工 業 商 業 家 庭 看 護 福 祉 総 合 総 計

学 級 数 82 6 4 6 2 26 16 3 1 1 12 159

募集定員 3,196 240 120 153 60 975 640 120 40 30 450 6,024
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別紙２

学　校　名 学　科　名 備　考 学　校　名 学　科　名 備　考

普　　通 約 120 　普　　通

福祉教養 約 40 　衛生看護

機　　械 約 40 約 300

電　　気 約 40

生産機械 約 40

普　　通 約 200 

総合ビジネス 約 40 学　校　名
学　科　名

コース･課程名
備　考

生活文化 約 40 　農　　業

普　　通 約 80 　・担い手育成コース 約 10

国際教養 約 40 　・庭園コース 約 10

総合ビジネス 約 80 富山いずみ 　看　　護 40
　富山いずみ高校
看護科卒業者を対
象とする。

生活文化 約 40 　生活科学

小矢部園芸 園　　芸 約 40 単位制 　・調理師養成課程 60

普　　通 約 80 小矢部園芸 　園　　芸 約 40

総合福祉 約 40 約 160

約 960 

　普　　通 約 480 

　国　　際 約 40

　農　　業 約 40

　工　　業 約 120 

　商　　業 約 120 

　家　　庭 約 160 

令和７年度
富山県立高等学校通信制課程第１学年募集定員

募集定員

令和７年度
富山県立高等学校定時制課程第１学年募集定員

募集定員

新川みどり野

富山工業

300約 単位制

大学科別内訳

合　　　　計

令和７年度
富山県立高等学校専攻科第１学年募集定員

となみ野

中央農業

募集定員

単位制

単位制

単位制

雄峰

志貴野

合　　　　計

単位制

雄　　峰

合　　　　計

雄　　峰
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学　校　名 障害種別 修業年限 募集人員（定員）

視覚障害 ３ 約１０

病弱 ３ ８

３ 約１０

 理　療　科 ３ 約１０

 保健理療科 ３ 約１０

知的障害 ３ ８

 産業工芸科

 生活情報科

 機　械　科

知的障害 ３ ８

若干名

 富山高等支援学校 知的障害 ３ ２４

若干名

 高岡高等支援学校 知的障害 ３ ２４

若干名

若干名

 高志支援学校 肢体不自由 ３ 約１０

約１０

若干名

約２８０
＋若干名

学　校　名 募集人員

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

聴覚障害

 ３　歳　児

 ４　歳　児

 ５　歳　児

視覚障害

 ３　歳　児

 ４　歳　児

 ５　歳　児

聴覚障害

 ３　歳　児

 ４　歳　児

 ５　歳　児

 福祉・サービス科

専攻科 聴覚障害

別紙３

学　科　等

 富山視覚総合支援学校

 普　通　科

 保健理療科

視覚障害
専攻科

 産業工芸科

聴覚障害 ３ 約１０ 生活情報科

 機　械　科

２ 約１０

 高岡聴覚総合支援学校

 機　械　科
聴覚障害 ３ 約１０

 生活情報科

 福祉・サービス科

 富山聴覚総合支援学校

 にいかわ総合支援学校

 産業技術科
知的障害

肢体不自由
３

約２０
 生活文化科

 訪問教育

 しらとり支援学校
 産業技術科

知的障害 ３ 約３０
 生活文化科

 生産・サービス科

 高岡支援学校

 産　業　科

知的障害 ３
約３０

 生活文化科

 訪問教育

 生産・サービス科

 となみ総合支援学校

 産業技術科
知的障害

肢体不自由
３

約２０
 生活文化科

 訪問教育

３ ８
 生活文化科

 産業工芸科

肢体不自由 ３
約１０

 生活文化科

 訪問教育

 富山視覚総合支援学校

 普　通　科

 ふるさと支援学校
 普　通　科

病弱

 富山総合支援学校

 産業工芸科
知的障害

 富山聴覚総合支援学校

令和７年度富山県立特別支援学校高等部及び高等部専攻科第１学年募集人員（定員）

令和７年度富山県立特別支援学校幼稚部入学者募集人員

合　　　　　計

 高岡聴覚総合支援学校

３
 訪問教育

合　　　　　　　　　　計

障害種別 学　年
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参考資料 

令和７年度県立学校募集定員等の概要 

Ⅰ 高等学校 全日制課程 

１ 基本的な考え方 

(1) １学級の生徒数は、40人を標準とする。 

(2) 募集率は、中学校・義務教育学校卒業予定者の70.8％程度とする。 

(3) 普通科割合（総合学科を除く）は、66％程度を目安とする。 

 

２ 留意した事項 

(1) 学級編制に係るこれまでの検討の経緯を踏まえ、募集定員の減について、学級数に極力影響

がないよう、昨年度同様、定員減で対応すること 

(2) 県全体として継続的な募集定員減が避けられないことを踏まえ、中学校卒業予定者数が増加

する学区について、中学生の進路選択の状況や入学志願者数の推移も考慮のうえ、募集定員

増を行わないこと 
 

３ 募集定員   ３４校  ６,０２４人 （前年度に比べて８２人減） 

 

４ 募集定員増減 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 高等学校 定時制課程、通信制課程、専攻科 

[募集定員] 

(1) 定時制課程  ６校  約９６０人  （令和６年度と同じ） 

(2) 通信制課程  １校  約３００人  （令和６年度と同じ） 

(3) 専攻科  ４校  約１６０人    （令和６年度と同じ） 

Ⅲ 特別支援学校 高等部及び高等部専攻科、幼稚部 

[募集人員] 

(1) 高等部      １２校  約２５０人＋若干名  （令和６年度と同じ） 

 高等部専攻科 ２校  約 ３０人   （令和６年度と同じ） 

(2) 幼稚部  ３校  若 干 名   （令和６年度と同じ） 

全　県 新川学区 富山学区 高岡学区 砺波学区

a 8,509 1,644 3,514 2,407 944

(前年比) (▲116) (＋82) (▲65) (▲27) (▲106)

b 6,024 1,164 2,488 1,704 668

R6年度 募集定員 c 6,106 1,105 2,536 1,725 740

募集定員増減の目安 b-c (▲82) (＋59) (▲48) (▲21) (▲72)

普通系学科 ▲59人 ―
富山西 ▲20人
八　尾 ▲10人

伏木 ▲15人
南砺福野 ▲20人
*(南砺平 ＋6人)

職業系学科 ▲23人 ― 中央農業 ▲3人 ― 砺波工業 ▲20人

総合学科 ― ― ― ―

合　　計 ▲82人 ― ▲33人 ▲15人 ▲34人

6,024 1,105 2,503 1,710 706

70.8 67.2 71.2 71.0 74.8

※ 令和6年5月1日現在の県内中学校3年生・義務教育学校9年生の在籍者数である。

*  南砺平高校普通科の＋6人は全国募集の募集定員であり、県内募集定員30人の外数である。

募集定員の目安
(a×公私比率 70.8%)

区　　分

募集率　　　[％]

中卒予定者数 ※ [人]

定
員
増
減
等

募集定員　　[人]
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参考資料 

○中卒者の進学等の状況 
 
 

 
 
 

＜平成２７年３月卒業＞      ＜令和６年３月卒業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇県立全日制高校における欠員の状況（Ｒ４～Ｒ６） 

 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ ３年平均 

新川学区 ６７ ７６ １０３ ８２ 

富山学区 ５９ ６６ ７０ ６５ 

高岡学区 ３３ ３９ １０５ ５９ 

砺波学区 ３３ ６７ ４７ ４９ 

計 １９２ ２４８ ３２５ ２５５ 
 

【凡 例】 
学区内・・・居住する学区にある県立全日制高校への進学 

学区外・・・居住する学区以外の県立全日制高校への進学 

その他・・・県立全日制高校に進学しなかった者 

県内私立高校や県外高校等への進学、就職など 

人数 割合 人数 割合 人数 割合

H27.3 10,189 6,049 59.4% 1,124 11.0% 3,016 29.6%

R6.3 8,625 4,651 53.9% 1,117 13.0% 2,857 33.1%

卒業
年月

中卒予定者数
学区内 学区外 その他
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令和６年度中学校第３学年及び義務教育学校第９学年生徒の進路希望調査結果 
―令和６年５月１日現在 ― 

 

令和６年７月22日 

県立高校改革推進課 

 

令和７年３月に県内の国立(１校)・公立(72 校１分校)・私立(１校)中学校及び義務教育学校(4 校)を卒業

する予定の生徒について、令和６年５月１日現在における進路希望状況を調査した結果は、次のとおりであ

る。 

 

１ 卒業予定者数及び進路希望状況 

 

 

 

・ 令和７年３月の卒業予定者は8,509人(男4,307人・女4,202人)で、前年同期と比べ116人減少(男

142人減少・女26人増加)している。 

・ 進学希望者は 8,347人(男4,218人・女4,129人)で、前年同期と比べ 116人減少(男142人減少・

女 26 人増加)している。進学希望者の卒業予定者に対する割合は 98.1％で、前年同期と同ポイント

となった。 

・ 専修学校等希望者は4人(男3人・女1人)で、前年同期と比べ4人減少となった。 

・ 就職希望者(進学希望者及び専修学校等希望者の内の就職希望者を含む)は 21人(男14人・女7人)

で、前年同期と比べ8人増加している。就職希望者の卒業予定者に対する割合は0.2％で、前年同期

と同ポイントとなった。 

 

２ 進学先別希望状況 

 

 

 

・ 県内県立高等学校全日制課程を希望する者は 6,872 人(男 3,432 人・女 3,440 人)で、前年

同期と比べ 211人減少している。卒業予定者に対する割合は80.8％で、前年同期と比べ1.3ポイン

ト低下している。 

＜第１表＞　進路希望状況

卒　業
予定者

進　学
希望者

専　修
学校等
希望者

就　職
希望者

未定者

(再掲)
bcの内
就　職
希望者

進　学
希望率

専　修
学校等
希望率

就　職
希望率

a b c d e f b/a c/a (d+f)/a

R2 9,037 8,905 7 14 111 1 98.5 0.1 0.2

R3 8,910 8,738 5 11 156 2 98.1 0.1 0.1

R4 8,752 8,590 8 14 140 1 98.1 0.1 0.2

R5 8,625 8,463 8 12 142 1 98.1 0.1 0.2

R6 8,509 8,347 4 20 138 1 98.1 0.0 0.2

年
度

実　　数　（人） 割　合（％）

○ 卒業予定者は8,509人で、前年同期と比べ116人減少。 

○ 進学希望者の割合は 98.1％で、前年同期と同ポイント。 

○ 県内県立高等学校全日制課程を希望する者の割合は 80.8％で、前年同期と比べ 1.3 ポイント  

低下。 
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３ 全日制高校への学科等区分別希望状況 

 

 

 

 

・ 県内県立高等学校全日制課程への進学希望者の学科等区分別希望状況は、普通科が 61.5％と最

も多く、次いで工業科 12.4％、商業科 8.1％、総合学科 7.9％、となっている。なお、前年同期と

比べ希望者の割合が上昇している学科は、商業科（0.2 ポイント）、家庭科（0.1 ポイント）、福祉

科（0.1ポイント）、総合学科（1.0ポイント）である。 

  

＜第２表＞　進学先別希望状況 単位：上段は％　下段は人

全　体
内 県内
県立高校

R2 割合 100.0 98.5 91.8 85.1 2.2 0.4 3.2 0.9

実数 9,037 8,905 8,293 7,690 203 40 291 78

R3 割合 100.0 98.1 90.6 83.6 2.4 0.6 3.9 0.5

実数 8,910 8,738 8,072 7,446 217 54 347 48

R4 割合 100.0 98.1 91.0 83.3 2.3 0.8 3.2 0.7

実数 8,752 8,590 7,966 7,294 204 72 284 64

割合 100.0 98.1 90.4 82.1 2.6 1.1 3.5 0.6

実数 8,625 8,463 7,793 7,083 223 96 302 49

割合 100.0 98.1 89.8 80.8 3.0 1.5 3.1 0.7

実数 8,509 8,347 7,643 6,872 258 124 264 58
（注）

R6

上段は各進学先別希望者数の卒業予定者数に対する割合である。なお、端数処理のため、各割合を合
計しても100.0％にならない場合がある。

R5

通信制
課　程

高等専
門学校

特別支
援学校

全日制課程
定時制
課　程

年
度

区分
卒業予
定者数

進学希
望者数

＜第３表＞　全日制高校への学科等区分別希望状況 単位：上段は％　下段は人

普通

科

探究
科学

科

国際

科
計

農業

科

水産

科

工業

科

商業

科

家庭

科

看護

科

福祉

科
計

割合 100.0 64.3 4.1 1.0 69.4 1.6 0.7 11.4 7.3 1.8 0.8 0.4 24.0 6.5 0.2

人数 7,793 5,012 318 79 5,409 124 53 890 566 143 63 28 1,867 504 13

割合 100.0 64.4 3.7 0.9 69.0 1.3 0.6 11.5 7.3 1.9 0.6 0.4 23.7 7.2 0.2

人数 7,643 4,920 284 66 5,270 100 49 876 560 145 45 34 1,809 547 17

割合 100.0 61.8 4.5 1.0 67.3 1.8 0.7 12.4 7.9 1.7 0.9 0.4 25.8 6.9

人数 7,083 4,380 318 72 4,770 124 52 877 563 121 63 27 1,827 486

割合 100.0 61.5 4.1 0.9 66.5 1.5 0.7 12.4 8.1 1.8 0.7 0.5 25.7 7.9

人数 6,872 4,226 281 60 4,567 100 49 852 560 125 45 32 1,763 542

 ※

（注）

私立高校・県外高校を含む。

上段は各学科等区分別希望者数の合計に対する割合である。なお、端数処理のため、各割合を合計
しても100.0％にならない場合がある。

総合

学科

その

他

※

全
　

体

R5

R6

内

県

内

県
立

高

校

R5

R6

年

度
区分 合計

普通系学科 職業系専門学科

○ 県内県立高等学校全日制課程の普通系学科（普通科、探究科学科、国際科）希望者の割合は

66.5％で、前年同期と比べ 0.8ポイント低下。職業系専門学科希望者の割合は 25.7％で 0.1ポイ

ント低下。総合学科は 7.9％で1.0ポイント上昇。 
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令和６年度県立高等学校全日制課程第３学年生徒の進路希望調査結果 

― 令和６年５月１日現在 ― 

 

                       令和６年７月22日 

県立高校改革推進課 

 

令和７年３月に県立高等学校全日制課程(33 校１分校)を卒業する予定の生徒について、令和６年５月１

日現在における進路希望状況を調査した結果は、次のとおりである。 

 

１ 卒業予定者数及び進路希望状況 

 

 

   

・ 令和７年３月の卒業予定者は 5,947 人(男 3,000 人・女 2,947 人)で、前年同期と比べ 166 人減

少(男118人減少、女48人減少)している。 

・ 進学希望者は 4,212 人(男 2,051 人・女2,161 人)で、前年同期と比べ 45 人減少している。進学希

望者の卒業予定者に対する割合は 70.8％で、前年同期と比べ1.2ポイント上昇している。 

・ 専修学校等希望者は 744 人(男 255 人・女489 人)で、前年同期と比べ 30 人減少している。専修学

校等希望者の卒業予定者に対する割合は 12.5％で、前年同期と比べ0.2ポイント低下している。 

・ 就職希望者(進学希望者及び専修学校等希望者の内の就職希望者を含む)は 962 人(男 676 人・女

286人)で、前年同期と比べ76人減少している。就職希望者の卒業予定者に対する割合は 16.2％で、

前年同期と比べ 0.8ポイント低下している。 

 

 

２ 進学先別希望状況 

 

 

・ 卒業予定者に対する大学進学希望者の割合は 66.0％(対前年同期比 2.0 ポイント上昇)、短大進学

希望者の割合は 4.1％(対前年同期比0.7ポイント低下)となっている。 

・ 進学希望者に対する大学進学希望者の割合は 93.1％(対前年同期比 1.3 ポイント上昇)、短大進学

希望者の割合は 5.8％(対前年同期比1.0ポイント低下)となっている。 

＜第１表＞　進路希望状況

卒　業
予定者

進　学
希望者

専　修
学校等
希望者

就　職
希望者

未定者

(再掲)
bcの内
就　職
希望者

進　学
希望率

専　修
学校等
希望率

就　職
希望率

a b c d e f b/a c/a (d+f)/a

R2 6,567 4,379 865 1,284 39 0 66.7 13.2 19.6

R3 6,530 4,427 932 1,134 37 0 67.8 14.3 17.4

R4 6,373 4,381 837 1,115 40 0 68.7 13.1 17.5

R5 6,113 4,257 774 1,038 44 0 69.6 12.7 17.0

R6 5,947 4,212 744 962 29 0 70.8 12.5 16.2

年
度

実　　数　（人） 割　合（％）

○ 卒業予定者は、5,947人で、前年同期と比べ166人減少。 

○ 進学希望者の割合は70.8％で、前年同期と比べ 1.2ポイント上昇。 

○ 卒業予定者に対する大学進学希望者の割合は 66.0％で、前年同期と比べ 2.0ポイント上昇。 
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〈全体〉卒業予定者　5,947人（6,113人）

未定29人(44人)

0.5%(0.7%)

〈男子〉卒業予定者　3,000人（3,118人）

未定18人(31人)

0.6%(1.0%)

〈女子〉卒業予定者　2,947人（2,995人）

未定11人(13人)

0.4%(0.4%)

(4,257人)　(69.6%) 744人 962人

大　学

進　学*1 専修学校等*2 就　職*3

4,212人　　70.8%

その他46人(56人)　0.8%(0.9%)

(774人) (1,038人)

3,923人　　66.0% 12.5% 16.2%

(3,910人)　(64.0%) (12.7%) (17.0%)

短大243人(291人)　4.1%(4.8%)

進　学*1
専修学校等

*2 就　職*3

2,051人　　68.4%

(2,060人)　(66.1%) 255人 676人

大　学 (303人) (724人)

2,161人　　73.3%

1,996人　　66.5% 8.5% 22.5%

(2,019人)　(64.8%) (9.7%) (23.2%)

短大49人(37人)　1.6%(1.2%)

その他6人(4人)　0.2%(0.1%)

進　学*1 専修学校等*2 就　職*3

(2,197人)　(73.4%) 489人 286人

大　学 (471人) (314人)短　大

1,927人　　65.4% 16.6% 9.7%194人 6.6%

(1,891人)　(63.1%) (15.7%) (10.5%)(254人)(8.5%)

・*3　　 就職進学者を含まない。

その他40人(52人)　1.4%(1.7%)

（注）・卒業予定者数に対する割合は、端数処理のため、各割合を合計しても100.0％にならない場合がある。

・*1,*2　就職進学者を含む。

 

 

３ 男女別進路希望状況 

進路希望状況を男女別にみると下図のようになる。（ ）は前年度の値。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２表＞　進学先別希望状況　           　　　　　　　　　　　　　　　　　

大学 短大
その
他

大学 短大
その
他

大学 短大
その
他

R2 6,567 4,379 4,004 335 40 66.7 61.0 5.1 0.6 100.0 91.4 7.7 0.9

R3 6,530 4,427 4,036 346 45 67.8 61.8 5.3 0.7 100.0 91.2 7.8 1.0

R4 6,373 4,381 4,044 298 39 68.7 63.5 4.7 0.6 100.0 92.3 6.8 0.9

R5 6,113 4,257 3,910 291 56 69.6 64.0 4.8 0.9 100.0 91.8 6.8 1.3

R6 5,947 4,212 3,923 243 46 70.8 66.0 4.1 0.8 100.0 93.1 5.8 1.1
（注）・

・

内　　　訳

「その他」は、大学・短大の別科及び通信教育部、高等学校専攻科である。

卒業予定者数及び進学希望者数に対する割合は、端数処理のため、各割合を合計しても100.0％にならない場

合がある。

年
度

実　数　（人）
卒業予定者に対する

割合（％）
進学希望者に対する

割合（％）

卒業
予定
者

進学
希望
者

内　　　訳 進学
希望
者

内　　　訳 進学
希望
者
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令和６年７月 22 日 

生涯学習・文化財室 

国の登録有形文化財（建造物）の登録について（報告） 

下記の建造物の保存・活用について、文化庁と協議を進めてまいりましたが、このたび

７月 19 日（金）開催の国の文化審議会において登録の答申がなされましたので、ご報告し

ます。 

なお、今回の登録で県内の国の登録有形文化財（建造物）の総数は 77 か所 160 件となり

ます。（県内の主な国の登録有形文化財（建造物）…富山県庁舎本館、旧金岡家住宅等） 

 

１ 登録の概要（２か所３件） 

(1) 旧坪岩崎鰤大敷網倉庫
きゅうつぼいわさきぶりおおしきあみそうこ

（氷見市所有） 

① 建築年代 明治 43 年 

② 所在地  氷見市中波字上野 476-３ 

③ 特徴等 

  鰤形を象る雪割瓦が特徴的な、大敷網（定置

網）で繁栄した氷見の鰤漁を象徴する倉庫。 

  令和４年に個人から氷見市に寄贈。 

 

(2) 山崎家
やまざきけ

住宅
じゅうたく

主屋
お も や

・土蔵
ど ぞ う

（個人所有） 

① 建築年代 明治 20 年（主屋）、同 21 年（土蔵） 

② 所在地  中新川郡上市町浅生字中坪 

③ 特徴等 

  主屋は県東部に多い「マエナガレ」という切

妻平入の農家建築。広間は「ワクノウチ」が

見事で、上部の井桁状に組んだ梁等、豪壮な

つくり。 

  主屋の南に位置する土蔵は重厚な外観。 

  細田守監督（上市町出身）の映画「おおかみ

こどもの雨と雪」の舞台モデル。 

  現在は NPO 法人が管理・公開し、平成 24 年

７月21日の映画公開日から通算で12.9万人

が来訪。 

 

２ 今後のスケジュール 

令和６年 11 月官報告示予定（正式に国の登録有形文化財（建造物）として登録） 
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参 考 

今後の教育委員会等の日程について 

 

 

○  令和６年８月 21日(水）    13:00  予定 

教育委員会 （県庁本館４階 大会議室） 

 

 

 


